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2020 年春は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛などの影響で消費行動が大きく変わり、商

品需要に大きな変動がありました。一方、気象も変動が大きく、３月は全国的に気温が上昇し春の到来が早

まりましたが、４月は一転して低温になるなど、寒暖の変化も商品需要に大きな影響を与えました。 

商品の欠品のほか、過剰な在庫や廃棄ロスを削減するためには、こうした社会的要因や気象要因による需

要の変動を定量的に把握し、気象情報を活用した適切な生産計画を立てることが必要です。 

商品需要予測コンサルティングレポート 6 回目の今回は、企業の皆さまに、気象データを使ったシミュレ

ーション結果から、今年春の外出自粛などの社会的要因や気象要因が商品需要に与えた影響について解説し

ます。 

また日本気象協会では、株式会社インテージの保有する全国小売店販売データ（SRI）を用いた製造業向

け簡易版商品需要予測サービス「お天気マーケット予報」を開発し、気象予測に基づき約 260 カテゴリに

おける 15 週先までの需要予測を行っています。最後に「お天気マーケット予報」による今年の夏の見通し

を紹介し、社会的要因による変動も踏まえて解説します。 

 

１． 早い春の到来と寒の戻り 

 
 

図 1  

全国の週平均気温の推移（日本気象協会が独自に算出） 

 

 

図１は、今年春の全国の週平均気温の推移です。3 月は暖かかった前年をさらに上回る高温となり、東京

で統計史上最も早い 3 月 14 日に桜が開花するなど、全国的に春の到来が早まりました。ところが、3 月末

には東京でも満開の桜に雪が積もるなど一転して寒の戻りとなり、4 月は全国的に前年・平年を下回る気温

で推移しました。特に 4 月中旬頃までは気温が横ばいとなり、季節の歩みが停滞していたことが分かりま

す。 
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 商品需要予測コンサルティングレポート Vol.6  

2020 年春、社会的要因（外出自粛）と気象の要因を評価 

〜今年の夏の需要予測は〜 

3月は高温 4月は低温 



 

２． ３月の高温と外出自粛による夏商材への影響 
3 月は気温が高く推移し、夏商材の多くは需要が前年よりも伸びると予想されましたが、緊急事態宣言に

よる外出自粛などの影響により、予想ほど売り上げが伸びなかった商材と、予想より売り上げが伸びた商材

とに、明暗が分かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 

夏商材の売上シミュレーション結果（3 月） 

※インテージ SRI データより日本気象協会が独自に算出、pt＝ポイント 

 

 

表１は、観測気温を使った 3 月の夏商材の売り上げのシミュレーション結果と、実際の売り上げとの比較

です。シミュレーションによる予想前年比と、実際の売り上げとの前年比を照らし合わせてみると、実際に

は予想と大きく異なる変動をした商材が複数ありました。この実際の売り上げと予想の差が、外出自粛など

の社会的要因による影響ととらえることができます。 

例えば、そば、そうめんなどの乾麺の売り上げは 3 月の高温により前年比 128.0%と予想されましたが、

実際には 159.3％まで伸びました。その差は 31.3 ポイントになり、外出自粛などの影響により家庭内需要

が増えた分と考えられます。同様に、ケーキシロップなどが含まれるシロップ類は 26.8 ポイント、フルー

ツ缶詰は 19.5 ポイント伸びました。 

一方で、3 月頃から気温の上昇とともに売れ始める殺虫剤は、高温によって前年比 132.8％まで伸びると

予想されましたが、実際には 109.7％の伸びにとどまり 23.1 ポイントの落ち込みとなりました。これは、

外出自粛などの影響により、屋外での活動が抑えられたことが影響していると考えられます。同様に、日焼

け＆日焼け止めは 39.9 ポイントの落ち込みとなり、制汗剤は 18.6 ポイントの落ち込みとなるなど、アウト

ドア用品が大きな影響を受けています。さらには、花粉シーズンに需要が高まる目薬の売り上げは、今シー

ズンは花粉の飛散量が少ないことから前年比 88.2%と予想されましたが、実際には予想をさらに下回る

67.3％となり、20.9 ポイントの落ち込みでした。 

商品カテゴリ
気象条件による予想前年比

（A）

実際の売上前年比

（B）

外出自粛などの影響

（B）ｰ（A）

乾麺 128.0% 159.3% 31.3pt

シロップ類 108.2% 135.0% 26.8pt

フルーツ缶詰 105.3% 124.8% 19.5pt

サイダー 105.3% 110.1% 4.8pt

牛乳 106.2% 109.5% 3.3pt

デザート類 99.8% 101.8% 2.0pt

野菜ジュース 102.0% 102.8% 0.8pt

アイスクリーム 108.7% 108.2% -0.5pt

美容&健康ドリンク 90.9% 89.9% -1.0pt

栄養ドリンク 104.3% 102.8% -1.5pt

果汁飲料 92.7% 90.7% -2.0pt

炭酸飲料 105.0% 102.3% -2.7pt

１００％ジュース 99.0% 95.6% -3.4pt

麦茶 106.6% 102.4% -4.2pt

もずく&めかぶ 113.9% 109.5% -4.4pt

中性洗剤 97.1% 91.2% -5.9pt

液体茶 104.8% 97.4% -7.4pt

水虫治療薬 102.5% 94.9% -7.6pt

除湿剤 113.4% 105.6% -7.8pt

ドリンク剤 101.8% 93.9% -7.9pt

ホームパーマ剤 101.8% 92.1% -9.7pt

エチケット品 99.4% 87.2% -12.2pt

スポーツドリンク 98.5% 85.9% -12.6pt

制汗剤 111.1% 92.5% -18.6pt

目薬 88.2% 67.3% -20.9pt

防虫剤 113.8% 92.4% -21.4pt

殺虫剤 132.8% 109.7% -23.1pt

日焼け&日焼け止め 102.4% 62.5% -39.9pt



また、同じドリンクでも、野菜ジュースや栄養ドリンクは予想と実際の差が小さく、外出自粛による影響

が小さいのに対して、スポーツドリンクは 12.6 ポイントの落ち込みとなりました。 

 

３． 4 月の低温と外出自粛による夏商材への影響 
４月は気温が低く推移し、夏商材の多くは需要が前年よりも落ちると予想されましたが、3 月と同様

に、予想より売り上げが伸びた商材と、売り上げがさらに予想を下回った商材とに、明暗が分かれまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 

夏商材の売上シミュレーション結果（4 月） 

※インテージ SRI データより日本気象協会が独自に算出、pt＝ポイント 

 

 

表 2 は、観測気温を使った４月の夏商材の売り上げのシミュレーション結果と、実際の売り上げとの比較

です。 

予想と実際の差がもっとも大きく出たのは、シロップ類でした。シロップ類にはケーキシロップのほか、

かき氷シロップも含まれており、夏に向けては気温が高いほど売り上げが伸びる商材です。4 月の低温の影

響により、シロップ類は前年比 96.9％と落ち込みが予想されましたが、実際には 165.9%にもなり、69.0

ポイントの伸びとなりました。このほか、乾麺、美容＆健康ドリンク、サイダーも前年割れが予想されまし

たが、実際には前年より伸びる結果となり、アイスクリームや麦茶も、学校の休校などによる家庭内需要が

増加したためか、予想よりも 10 ポイント以上伸びる結果となりました。 

 一方で、予想よりもさらに落ち込みが大きくなったのは、日焼け＆日焼け止め、殺虫剤、水虫治療薬、制

汗剤などです。日焼け＆日焼け止めは低温の影響で前年比 92.2%が予想されましたが、外出自粛などによ

る影響がさらに 45.5 ポイント押し下げ、実際には前年比 46.7％まで落ち込みました。3 月には外出自粛

などの影響が少なかった栄養ドリンクも 7.0 ポイントの落ち込みとなりました。 

 

商品カテゴリ
気象条件による予想前年比

（A）

実際の売上前年比

（B）

外出自粛などの影響

（B）ｰ（A）

シロップ類 96.9% 165.9% 69.0pt

乾麺 95.3% 135.8% 40.5pt

フルーツ缶詰 101.40% 140.50% 39.1pt

美容&健康ドリンク 74.5% 101.1% 26.6pt

サイダー 95.7% 112.7% 17.0pt

麦茶 84.6% 99.4% 14.8pt

アイスクリーム 87.5% 99.5% 12.0pt

牛乳 101.3% 109.1% 7.8pt

デザート類 96.9% 104.2% 7.3pt

中性洗剤 83.2% 89.6% 6.4pt

炭酸飲料 88.9% 93.4% 4.5pt

もずく&めかぶ 88.1% 91.6% 3.5pt

１００％ジュース 90.4% 93.2% 2.8pt

野菜ジュース 99.1% 100.7% 1.6pt

除湿剤 105.3% 102.4% -2.9pt

液体茶 90.1% 86.5% -3.6pt

防虫剤 93.7% 89.8% -3.9pt

ドリンク剤 89.8% 85.3% -4.5pt

スポーツドリンク 77.2% 72.1% -5.1pt

エチケット品 74.8% 68.7% -6.1pt

栄養ドリンク 91.5% 84.5% -7.0pt

果汁飲料 86.0% 78.6% -7.4pt

ホームパーマ剤 93.1% 85.3% -7.8pt

目薬 92.5% 84.6% -7.9pt

制汗剤 76.9% 68.5% -8.4pt

水虫治療薬 98.9% 83.9% -15.0pt

殺虫剤 95.1% 76.4% -18.7pt

日焼け&日焼け止め 92.2% 46.7% -45.5pt



 

４． 社会的要因と気象要因を切り分けて予測する 

このように、商品の売り上げには、外出自粛などの社会的要因と気象による変動の両方の影響が含まれま

す。しかし、気象データを使って売り上げをシミュレーションすることで、気象要因と社会的要因を切り分

けて、定量的に評価することが可能です。 

３月の高温によって売り上げが伸びた分、あるいは４月の低温で落ち込んだ分の全てを、単純に外出自粛

などの社会的要因ととらえてしまうのは誤りです。夏に向けて生産調整を行うにあたっては、気象要因と社

会的要因を切り分けた上で、気象情報に基づく予測を立てる必要があるでしょう。 

 

 

５． 「お天気マーケット予報」による今年の夏の需要予測 

日本気象協会では、株式会社インテージの保有する全国小売店販売データ（SRI）を用いた製造業向け簡

易版商品需要予測サービス「お天気マーケット予報」を開発し、気象予測に基づき約 260 カテゴリにおけ

る 15 週先までの需要予測を行っています。 

 前年の夏は、7 月に低温と日照不足が続き、夏商材の売り上げが大きく落ち込みました。今年の夏は、前

年と比較すると７月の気温はかなり高いと予想され、梅雨明け後は東日本と西日本を中心に厳しい暑さにな

る予想となっています。前年と変わらない社会状況であると仮定すれば、夏商材の売り上げは前年よりも伸

びるものが多くなるでしょう。その上で、社会的要因を考慮することが重要です。 

例は、2020 年 5 月 22 日時点での「お天気マーケット予報」によるスポーツドリンクの需要予測です。

前年と変わらない社会状況であれば、売り上げは、前年と比較して７月を中心に大きく伸び、８月は前年と

同程度で推移すると予想されています。ただし、スポーツドリンクの場合、外出自粛などの影響で 3 月には

12.6 ポイント、４月には 5.1 ポイント落ち込んでいるため、この落ち込みがいつまで続くのかを監視しな

がら調整していく必要があるでしょう。 

「お天気マーケット予報」では今後、気象予測を用いた予測をベースに、社会的要因によるトレンドの変

化を監視しながらサポートを行ってまいります。 

 

６． 日本気象協会の「eco×ロジ」プロジェクトについて 
 

近年、飛躍的に精度が向上している天気予報は、この 15 年で 30％も精度が向上しているといわれていま

す。 

日本気象協会では独自の気象予報も開発しており、無償で公開している気象情報よりも高度化した、最大

６カ月先までの予測情報を提供しています。 

日本気象協会の「eco×ロジ」プロジェクトでは、これらの高度化した気象のデータと商品の販売データな

どを解析することにより、未来の商品需要量を高精度で予測する「商品需要予測」を行っています。 

あらかじめ必要な商品の量がわかれば、つくりすぎによる食品ロスや製品の廃棄量を減らすことができま

す。 

※実際には具体的な数値が表示されます 



また年間計画立案時やマーケティング部門でのシーズン商品の立ち上がり・終売の予測に気象情報を活用

することで、販売・広告戦略に活用いただけます。 

 日本気象協会では SDGs で掲げられている「目標 12：つくる責任 つかう責任」の達成に向けて、活動を

続けてまいります。 

 

  

 

 

一般財団法人 日本気象協会 

防災ソリューション事業部 シニアデータアナリスト  
気象予報士・データ解析士・健康気象アドバイザー・防災士 

小越
お こ し

 久美
く み

 
筑波大学第一学群自然学類地球科学（気候学・気象学）専攻卒業。 

2004 年から 2013 年まで、日本テレビ「日テレ NEWS24」にて気象キャスターを務める。 

現在は日本気象協会の商品需要予測事業にて、食品、日用品、アパレル業界などのマーケティング向け解析や商

品の需要予測を行い、さまざまな企業の課題を解決するコンサルティングを行っている。 

著書に「かき氷前線予報します～お天気お姉さんのマーケティング～」「天気が悪いとカラダもココロも絶不調 

低気圧女子の処方せん」がある。 

◆◆◆お問い合わせ先◆◆◆ 

 

1）一般企業・自治体の方      

日本気象協会 防災ソリューション事業部   

 TEL：03-5958-8143 MAIL: eigyou_bosai@jwa.or.jp     

 

当レポートは情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引の勧誘を目的としたものではありません。本資料は、当社が

信頼できると判断した各種データに基づき作成されておりますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。本資料の

ご利用に際しては、ご自身の判断にてなされますようお願い申し上げます。また、本資料に記載された内容は予告なしに変更され

ることもあります。本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡ください。商品

ごとの情報やコンサルティングにつきましても当社までお問い合わせください。 

mailto:eigyou_bosai@jwa.or.jp

